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A  Resident  Of  Matsusaka  Activity 

市民が創る市民活動の情報紙ーアロマ 

松阪市市民活動センター 

松阪駅下車（JR側）、徒歩5分 
カリヨンプラザ駐車場あり（屋上）センター利用時間に限り無料 

次回発行は6月中旬です。 市民が創る市民活動の情報紙ーアロマ 

市民が創る市民活動の情報紙ー AROMA　第 10 号

2007.4.20 

▼ 松阪市市民活動センターホームページ

http://www.city.matsusaka.mie.jp/kyodo/
▼ 市民活動情報サイト（登録団体の情報、会議室の空き情報）

http://genki365.net/gnkm/customer/matsusaka/
▼ 市民活動情報サイト（携帯版）

http://genki365.net/gnkm/i/
※ドメイン指定受信を設定されている方は「ma.genki365.net」を受信できるように指定してください。 

おすすめ書籍紹介 書籍の森 

E-mail katsudou@ma.mctv.ne.jp TEL 0598-25-3801（予約専用） 0598-26-0108 FAX 0598-25-3803 
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会議室 

料金は１時間。 
大小会議室の 
組み合わせ可。 

※平成19年5月予約分よりこの料金が摘要されます。 

大会議室……机10 椅子30  （600 円） 
小会議室1…机  4 椅子 12 （150 円） 
小会議室 2…机  6 椅子 18 （200 円） 
小会議室 3…机  4 椅子 12 （150 円） 
外会議室……机  8 椅子24 （400 円） 
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宮町交差点 

印刷機（紙持込）／コピー機 
マイク／プロジェクター　　他 

機材等 

申請書類は窓口でご記入いただくか 
お電話にて予約後、ご提出ください。 

利用申込 
会議室・機材等はセンターに団体登録されることで利用可能です。 

古紙配合率100％再生紙と環境にやさしい 

植物性大豆インキを使用しています。 

発行…松阪市市民活動センター 

そして、またAROMAから新しく生まれます。 

〒515-0084　三重県松阪市日野町788　カリヨンプラザ３F　　開館  月曜～土曜日／10：00～22：00 

　地方財政の厳しい中で、地域を救う方法はこれかも!? と今、静かに熱い視線が注

がれている「コミュニティ・ビジネス（CB）」。CBは「地域の課題を、地域資源を活かし

ながらビジネスの手法で解決すること」と言われている。「地域課題の解決」と聞けば

NPOの皆さん黙っていられないのではないだろうか? しかも、活動資金難が原因で

良い活動の維持・拡大ができないというNPOなら、視野に入れたい新しいビジネスモ

デルだ。 

　注目される理由は様々だ。全国のCB先行事例を紐解けば、意外にも学生、主婦、高

齢者や退職者などが活躍している姿をご覧いただけるだろう。また、利益追求目的の

一般企業では参入しにくいが、地域の人にとっては必要不可欠なサービスと事業展

開のチャンスがまだまだ眠っていることが見えてくるのでは?  

　当センターでは、昨年CBセミナーを県内で先行実施（※県主催、センター共催）。こ

の可能性に着目し、CB入門書、CB先行事例集、CB起業マニュアルなど16冊を揃え、書

籍の森に「CBコーナー」を設けた。入門書「【入門】

コミュニティビジネスの成功法則」では、ボラ

ンティアとCBの違いや新しい働き方への提

案があり、事例集「好きなまちで仕事を創

る」では「力が強くなければ仕事は創れな

いのか？」と読者に問いかけている。「食

べるために働く」のではなく「人生を豊か

にするために働く」CBとは何か？ さらに

知りたい人は書籍の森へ足を運んでみて

ほしい。 

募集・イベント・事業案内など、共有したい情報をお持ちの方は、「アロマ掲載希望」の件名で「タイトル・趣旨・内容・日

時・場所・問合せ先」などをご記入の上、松阪市市民活動センターまでE-mail かFAXにて送付してください。 

次回の原稿締切は2007年5月26日（土）です。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　担当／澤・北西 

ご協力ありがとうございます。 
おかげさまで 500冊 突破。 

松阪市市民活動センターは新たに生まれ

る市民活動団体に活用していただくため

書籍リサイクル運動「書籍の森」を実施中

です。あなたの本棚に眠る使用済みの

NPO書籍を次の世代に役立ててください。 

【募集書籍】NPO、ボランティア、まちづく

り、NGO、CSR資料 

作ろうみんなの 

書籍の森 書籍の森 
閲覧図書三重県一を 

私たちと一緒に 
目指しませんか？ 

センターからのお知らせ 

登録団体のみなさまへ 

ゴールデンウィーク休館のお知らせ。 
下記の日程で休館となります。 
2007年4月30日（月） 
　　　　    ／5月3（木）～5日（土） 

読者の 
みなさまへ 

今注目のCB書籍、16冊揃いました！ 

ーとある同窓会にて。久しぶりに顔を会わす級友たち。その中の一人は市民活動に携わっていました。そして

話しは自然と今興味のあることや仕事のことに。「私、今、仕事以外に○○○っていう市民活動団体を立ち上げ

て活動してるのよ。大変なことも多いけど、やりがいもあって楽しいの」と、市民活動の素晴らしさ、必要性を少

し熱く、そして楽しそうに話します。すると返ってきた言葉は「へぇ〜。すごいね。ところで市民活動ってなに？」

という、どこか冷めたような言葉…。ここまでひどくはないにしても、近い経験をされた方って意外に多いんじゃ

ないでしょうか？ 今の状況を極端に言えば市民活動を「やっている人」と「知らない人」に分けられるように思

います。時には好き嫌いで判断される場合もあるでしょう。しかし「知らない」というのは好き嫌い以前の話しで

す。そこで、当センターでは、改めて市民活動というものを認知してもらうため、グググッと間口を広く、敷居を低

く構えることにしました。私たちは「知らなかった人」に知ってもらえる一歩一歩から始めたいと思います。 
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新しい仲間の誕生です！ 新しい仲間の誕生です！ 新しい仲間の誕生です！ 

私たちの想い 

本紙は今回で節目となる第10号を迎えることができました。 

振り返れば、本紙をきっかけとして様々な交流が生み出されてきました。 

団体同士のコラボレーションや取材から発展したイベント事業、遊び心ある公募企画など、まさに 

「市民が創る市民活動の情報紙」であったように思います。このコンセプトは今後も変わることはありません。 

そして記念すべき第10号は、更なる飛躍に向けた拡大版でお送りいたします。 

本紙はいつまでも皆様と共に歩み、市民活動を支える情報紙でありたいと思います。 

 

チャイルドライン24の詳しい内容はホームページをご覧ください。 

▲

 ht tp : //chi ld l ine24.net / 

0598-25-3803 FAX 

0598-26-0108 

0598-25-3801 TEL 
▲予約専用 
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拡大版 

〒515-0084  三重県松阪市日野町788  カリヨンプラザ３F 
開館  月曜～土曜日／10：00～22：00 

katsudou@ma.mctv.ne.jp E-mai l 

・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・ 

今回の AROMA からこの子たちが仲間入りです。 

名前は…。実は生まれたばかりで名前がまだないんです。 

そこで、この子たちの名前を大募集します！ 

ネーミングが採用された人には、センターから 

ささやかですがプレゼントもご用意しています。 

この子たちにピッタリな名前をつけてあげてくださいね。 

件名を「キャラクターネーミング係」として『この子たちの名前（①②③の

いずれか１つでも可）』 『ご自分のお名前』 『連絡先』を明記し、松阪市市

民活動センター【katsudou @ ma .mctv. ne .j p】までメールにてご応募

ください。締切は5月26日（土）必着。審査の上決定したネーミングは次号

のAROMAにて発表いたします。たくさんのご応募お待ちしております。 

使用済みインクカートリッジを回収しています。 

※専用回収ボックスは松阪市市民活動センター内、正面入り口から入ってすぐのメールボックスの右上に設置されています。 

A4～A3ノビ版インクプリンター用 
純正使用済みインクカートリッジ全般 

プリンターの使用済みインクカートリッジが寄付に変わ

り、子どもの心を受け止める専用電話「チャイルドライ

ン24」の電話代になります。 

回収するインクカートリッジ 

チャイルドラインとは、18歳以下の子ども専用

電話です。「相談電話」とは異なり、子どもの声

を受け止め、お説教せず、押しつけもしません。

ひたすら子どもの声に耳を傾け、子どもの心に

寄り添い、課題にぶつかっている子ども自らが

解決できるという可能性を信じています。 

※皆様からご提供いただいた個人情報は、あらかじめ明示した収集目的の範囲内で利

用いたします。 

この子たちは『とってもヒューマン回路』内蔵のワシの子ど

もたちじゃ。もしかすると人間以上に人間っぽいかもしれ

んよ。①は男の子、②は女の子、③は…ウシがモデルじゃよ。 

応募方法 

いつも松阪市市民活動センター発行のAROMAをご愛読いただきありがとうございます。 

この笑顔に癒されます。 
■活動を陰で支えるボランティアの存在 

主要メンバーは約10名と団体としての規模は決して大きくない。

では、なぜこれだけのイベントを開催してこれたのか？ そこに

は、この団体の活動に共感する人たちが大いに関係する。活動を

陰で支えるボランティアスタッフの存在である。こうしたボラン

ティアスタッフは、イベント告知に必要なポスターや看板などで協

力する人、重い荷物を運ぶことの多いイベント当日にスタッフとし

て力を貸す人、イベントには参加出来ないが資金面や物品なら協

力できると寄付する人と様々。「私たちの活動を理解し、協力して

くれるボランティアスタッフの皆さんには本当に感謝しています」

と、こうした人たちの想いをメンバー全員が噛みしめ、その想い

を無駄にしないようイベント成功に全力を傾けている。協力し合

い支え合う市民活動の根幹が根付いているようだ。 

■夢のひとつが叶った瞬間 

以前、アジアの貧困地域で支援活動を行うNPO法人アジアチャ

イルドサポートの池間哲郎代表理事を沖縄より招いて講演会を

開催した。この時、聴講に訪れた人たちからの寄付金と、活動に

賛同する地元企業や商店から協賛金が集まった。その日の講演

会後、池間氏とメンバーの間で集まったお金でミャンマーに井戸

を建設する約束が交わされた。「約束からちょうど1年後くらいで

す。感謝状と、建設された井戸の前で水を浴びる子ども達の写真

が届いたんです！ 本当に感激しました！」と坂口さんは満面の笑

みを見せる。「次はミャンマーに行って実際に井戸を見てみたいで

すね！ 間近でこの写真のような笑顔が見たいです」と、今後の活

動にも気勢の上がる出来事のひとつとなったようだ。 

■あなたの力がインエレを変える！？ 

現在の悩みは新規メンバーの確保。この5月に現メンバー内から2名が海外留学を控えている。今後、活動を続ける上で、新規メンバーの

募集は必須だ。しかしこれはただ人手が欲しいというだけではない。団体内に新しい風を求めているのだ。「新しいメンバーが加われば、

私たちも負けてられない！ っていう気になりますからね。俄然やる気が出ます」と現メンバー熊澤さんは語る。インディアンエレファント

の活動に未来を感じる方は、この力強さに巻き込まれてみるのも良いかもしれない。 

インディアンエレファント、通称インエレでは新規メンバーを募集してい

ます。外国の生活や文化を知りたい方、国際交流に興味のある方なら年

齢、性別などは問いません。もちろん学生さんも大歓迎です！ 元気いっ

ぱいのあなたをお待ちしています。 

と、いうことで 

井戸に埋め込まれたプレート。 

「インディアンエレファントによる寄付」 

と書かれています。 

これが寄付によってミャンマーに建てられた井戸の写真。 

残念ながらまだメンバーの誰も実際に現地に行って見てはいません。 

次の訪問国の第一候補です。 

井戸は、ミャンマーの首都“ヤンゴン”の西側に位置する、 

エーヤワディーという地区に建設されました。 

たくさんの川が入り組んでいて、小さな船での移動になるため 

雨季になると行くことも困難な場所だそうです。 

井戸は、ミャンマーの首都“ヤンゴン”の西側に位置する、 

エーヤワディーという地区に建設されました。 

たくさんの川が入り組んでいて、小さな船での移動になるため 

雨季になると行くことも困難な場所だそうです。 

詳しいお問合せは 
こちらまで。 

E-mail  ▼ i ne l e2005@ hotma i l . co . j p 

T E L ▼ 090-4115-5036 代表：坂口（18時以降） 

国際交流インディアンエレファント 

会議室のドアを開くと賑やかな声がもれてきた。中では今回取材する国際交流インディアンエレ

ファントのメンバーが間近に迫ったイベントの会議中だった。「イベント前ですからね。会議は白

熱しますよ！」という、その言葉通りの印象を受ける。平均年齢27歳の女性メンバーが中心で、

松阪を中心に国際交流を目的とし活動しているこの団体、とにかく元気なのだ。その元気のよさ

は人を巻き込む力強さでもあるようだ。 

ちょっと気になる 

ちょっと気になる 

■設立のきっかけは何も出来なかったもどかしさ 

この団体を立ち上げた代表の坂口八千代さんは海外留学経験が

あり、かねてより外国に興味があった。しかし、団体設立の一番の

きっかけとなったのは、まだ記憶に新しいスマトラ島沖地震だっ

たという。その日、坂口さんは友人のスリランカの人たちと食事を

していた。友人たちと過ごす和やかな時間。その時友人の携帯電

話に地震に関する第一報が届き、その場は一変する。「その時、ま

だ日本には現地の情報は入ってきてなかったんです。目の前で泣

き出す友人や、家が流されてしまったと慌てふためく友人を目の

当たりにしながら何も出来なかったんです」と当時の様子を語

る。その時のもどかしさから自分にも何かできないだろうかと考

え、同じく国際交流に興味のある中学、高校の同級生に声をかけ

2005年、インディアンエレファントを設立するに至った。 

■イベントは国際交流の場 

この団体は当センターに登録された中でも比較的年齢層が若い。

しかし活動内容は設立3年目とは思えない程充実している。イベ

ントなどを通じ、不用になった筆記用具等の寄付を募り、主にア

ジアの貧困地域の子ども達にメンバー自らが届けている。必要な

物を、必要としている所に届けたいという気持ちから手渡しにこ

だわっている。今までにベトナム、中国、タイ、フィリピン、インドな

どを訪れ、その国の生活や文化を自分たちの目で見、肌で感じ、帰

国後にその国にまつわるイベントを開催し報告している。4月15日

（日）に開催された「ナマステインド ナマステネパール」で自主イベ

ントも9回を数える。他にも夏には国を特定せず開催されるバー

ベキューなどを実施し国際交流の場を提供している。イベントは、

多くの人に足を運んでもらえるようほとんどが入場無料だ。バー

ベキューに関しては材料費のこともあり無料とはいかないが参加

しやすい金額設定となっている。文具などの寄付活動も行なって

いるが、主軸はあくまで国際交流。「やっぱり、まずは自分たちが

楽しむことが大事」と笑顔を見せるメンバー。活動を続ける上で軸

がぶれないということは大切なことである。 

■努力は実を結ぶ 

こうしたイベントを開催するには相応の努力がある。時には協賛

を得る為に企業に頭を下げにいく。地元メディアを駆使し、告知

や活動報告などを常に情報発信する。イベントに足を運んでくれ

た人たちには次回のイベント情報をマメに伝えるなど、地道な努

力がイベントの成果となって現れている。中でも活動報告やイベ

ント情報を発信する姿勢には感心させられる。市民活動団体に

とって情報発信は重要だ。どれだけ有意義な活動をしていても人

に伝わらなければ賛同も得られない。そうした意味でインディア

ンエレファントは上手くメディアを活用し、団体の有用性をアピー

ルしてこれた良い例なのではないだろうか。その甲斐もあり、最

近では新聞等を見た市外の人からも寄付があるという。中には段

ボール9箱分もの文房具の寄付もあったそうだ。こうした活動が

認められ、学校などから講演の依頼も増えてきている。 

代表の坂口八千代さん（写真中央） 

▲ 現地の人とのコミュニケーションも手渡しの良さ。 

両手に寄付で集まった文具をいっぱいにかかえ、 

自分たちの荷物はリュック１つ。メンバーの一人が 

空港で止められてしまうというハプニングも…。 

それもこの笑顔を見れば吹き飛びますね。 

▲この日は訪問先の南インドで現地テレビ局と新聞社の取材を受けました。 

女性メンバーは浴衣を着て日本の文化をアピール。 

皆、初めて見る浴衣に大喜びだったそうです。 

デラックス 



松阪周辺地域の優良企業100社を無作為に選び、アン

ケートを実施しました。企業の社会貢献活動や今後の

意向、及び市民活動や当センターを知っていただく内

容で、回答は29社のご協力をいただきました。ありが

とうございました。この結果も参考にさせていただき

ながら、今後も企業のCSR（※1）活動、地域貢献活動

に関するご相談を承ってまいりますので、何なりとご

相談ください。 

企業100社に社会貢献アンケート送付 

※1：CSR 
C o r p o r a t e  S o c i a l  
Responsibi l i t y 「企業
の社会に対する責任」な
どと訳される。何を行え
ばCSRであるという基準
はなく、各企業が自主的
に信頼度を高めようとす
る考え方。 

事業報告 

事業報告 

にぎわいフリーマーケットinベルタウン にぎわいフリーマーケットinベルタウン 

この事業は「アピールすることで街のにぎわいを支える市民活動団体」

に「団体運営資金をサポートする商店街」という新しい連携事業でし

た。お互いができることで、足りないものを補い合う仕組みです。当セン

ターはこの支え合う仕組みを「アピール×サポート推進計画（アピ×サ

ポ計画）」と呼び、アピールする団体がサポートされるしくみを広げてい

きたいと考えます。 

市民活動に携わる人たちはミッション達成のため、「やる気」や「想い」

をガソリンに行動しています。そういった人たちに「お金」の話はタブー

のような雰囲気すらあります。しかし、社会に必要な活動なら、より安

定的に続けて欲しいという支持者も少なくないのではないでしょうか。

当然のことですが安定した活動を継続するには経費がかかります。で

は、「会費」を集めたり、「補助金・助成金」を申請する以外に、どのよう

にして活動資金を手に入れたらよいのでしょうか？ 

３月１１日（日）のにぎわいフリーマーケットinベルタウンには、公募期間

２週間にも関わらず６つの団体が参加されました。当日、団体は活動PR

や物販を行ないました。後日、駅前通り商店街ベルタウンより出店団体

に向け、会場で実施された「ふるまい」への募金が、活動支援金として

寄付されました。 

アピ×サポ 計画 

自分たちでお金を出しあって 

講演会をすることになっているので、この寄付は 

とてもありがたい思いでいっぱいです。 

今後も是非続けて欲しい。 ２回３回と実施することで定着していくと思います。 一緒に盛り上げていきましょう！ 

このような前向きなメッセージを多数いただきました。 

ありがとうございました。 

出店者からのメッセージ 

「アピ×サポ計画」は支え合う仕組みです 

そこで「アピ×サポ計画」の登場です 
集客は難しかったが この仕組みに 可能性を感じる。 

市民が創る市民活動の情報紙ーAROMA　第 10号　拡大版

”山が動くとき、風が変わるとき”傍観者ではなく当事者になりたいと思います。今年度もボチボチ頑張りますよ！ 事業面をさらに強く推進するため、スタッフ配置も強化しました。事業と人の数は比例してしまいますね。最近の悩みです。 

センター長の独り言 負けじと副センター長も独り言 
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 3月8日に開催された「NPO法人設立講習会」は、お申込み頂きました団

体の意向などにより、初回は、個別相談会に変更させていただきました。 

NPO法が施行されて８年。全国のNPO法人も3万件を超えました。しか

し、県内で認証されたNPO法人の数は平成11年4月から今年の3月末ま

で426団体と、まだまだ多いとは言えません。 継続的に活動されたり、

事業をしていくうえでメリットの多いNPO法人格。 当センターではこの

現状を踏まえて、この新年度より相談窓口を常時開設するとともに、こ

の「アロマ」においてもNPO法人ひとくちメモ、題して「memonpo!!（メモ

ンポ）」を掲載し、NPO法人格取得へのサポート情報を発信していきま

す。今後はNPO法人について皆様からの疑問や質問を受け付け、NPO法

人格取得へのサポートを充実していきたいと思っております。 

■DVDビデオプレーヤー・プロジェクターセット 

DVDとVHSビデオの両対応のデッキとプロジェクターのセット

です。録画した活動風景や、会議の資料映像などの投影にご

利用ください。 

センターご利用の皆様へ センターご利用の皆様へ 

日時：2007年5月30日（水）午後7時〜 

場所：松阪市市民活動センター大会議室 

初回のmemonpo!!は「NPOとは」につ

いてお話します。NPO＝Non Profit 

Organizationとは、Profit(利益を

得) Non(ない) Organization(組

織)と訳したりしますが、実際には

大きな収入を得て活動しているＮＰＯ法人もたくさんあり

ます。では、本当の意味は…？ それは、Non Profitを「利

益を得ない(活動)」と訳さず、「利益のためではない(活

動)」と解釈すると良いかもしれません。そもそも利益の

分配は禁止されていますが、活動していくための資金は

「稼いでも良い」のです。みなさんの活動を手助けしてく

れるNPOの制度、大いに活用して頂きたいですね。 

NPO法人設立講習会を経て… NPO法人ひとくちメモ 

メモンポ 

Appeal 
＆ 

Support 

Antenna 

A 

Book Bit 

B 

Community 
Business 

Corporate 
Social 

　　　　　　Responsibility 

C 

地域の課題をビジネスの視点で 

解決するコミュニティビジネスは、 

市民活動を育成するしくみとしても 

注目を集めています。 

資金難でお困りの団体の皆様の 

支援策となればなによりです。 

【コミュニティビジネス】 

社会貢献活動を推進する上で、 

企業のCSR活動にも目を向け、 

市民活動との連携ができるよう、 

情報収集などをさらに進めます。 

昨年度に参画した中心市街地の祭り 

でのPRブース出店は、CSR企業と 

市民活動団体の連携による出店で 

実施し、非常に好評でした。 

本年度も実施する予定です。 

企業から寄贈いただく話がまとまり、 

ファイルやバインダーを団体の活動に 

役立てていただく橋渡しも 

好評をいただきました。 

【CSR（企業の社会的責任）】 

昨年度は広報力アップの講習会を実施しました。 

本年度はご要望にお応えしＩＴ講習会「ビット」を 

行う予定です。ビットとは情報の最小単位のことです。 

初級者向けに、まず一歩を踏み出す 

イメージのネーミングにしました。 

ＩＴによる活動の広がりを支援したします。 

【ＩＴ講習会】 

「活動をアピールする団体」と 

「活動をサポートする支援者」が 

支え合うしくみを推進します。 

（通称：アピ×サポ計画） 

【アピール･サポート推進計画】 

交流のための掲示板です。 

情報提供側の「発信者」と、求める側の 

「受信者」をこのアンテナが繋ぎます。 

「ボランティアを募集しています」や、 

「不要になった備品を差し上げます」 

のように、人材・物品などの情報交換に 

役立てていただきます。 

【アンテナ掲示板】 

皆様の図書寄贈のご協力により、1年間で500冊を突破しました。 

NPOやまちづくりなどに関連する書籍は、高価な本が多く、 

書店や図書館では、見かけにくいことが残念でした。 

そこでセンターが書籍を収集し、皆様にご利用いただくことで 

市民活動の「知の拠点」となるよう、引き続き推進します。 

活用後の書籍は、次世代育成のために、ぜひご寄贈ください。 

【書籍の森】 

市民活動の新しい仲間を増やすための推進活動を強化します。 

・未登録団体に向けセンターご利用をさらに推進。（会議室お試し利用等） 

・地域メディアとの連携を構築し、市民活動を広く伝える活動を実施。 

・初めて市民活動に関わる方に向けて「なんでも相談日」の開催。 

・個人へのアドバイスやマッチングなどで団体設立をサポート。 

【その他】 団塊の世代の多くが定年後の生活に不安を抱えていると言われています。不安は経済的な理由だけでしょうか。講演は、講師むか

ひらすすむ氏（68）が退職前に「老いるとは何か」「老後とは何か」に向き合ったという話から始まりました。そして、退職後の10年

間で「終の住処コミュニティハウス法隆寺」と「85万部発行のシニア情報新聞フロンティアエイジ」を作ることができた理由や、「日

本と各国のボランティアに対する考え方の違い」などをお話いただきました。参加者は笑ったり、励まされたり、ヒントを得たりと、

密度の濃い時間を過ごされたようでした。講師のように仲間で共生できる場を持ちたいと考える参加者も多く、講演終了後に活発

な質問が飛びました。 

ボランティアに対して、欧米各国で押し並べて共通している考えは「市民として当然のことだ。それも自分の意志によってすることだ」と考え
られています。「なぜするのか？」という問いには「コミュニティのために。地域のために」という返答が返ってきます。デンマークでは「自分
の親の『心の問題』をサポートするために」という返答もあったようです。 

支え合う 

交流 

情報拠点 
活動支援 

企業との 

連携 

地域課題 

解決 

支え合う 

交流 

情報拠点 
活動支援 

企業との 

連携 

地域課題 

解決 A・B・C A・B・C A・B・C 
本年度のセンターは、施設管理、会議室貸しなどの基本的な作業を安定的に進めつつ、事

業については、昨年にも増して様々な展開を予定しています。「新しい仲間を増やす活動」、

「交流・連携への橋渡しと場づくり」、「団体強化のサポート」などに取組み、市民活動の認

知度をさらに上げる広報や、支え合うしくみづくりにも力を入れていきたいと考えます。 

19年度 センターの取組み 19年度 センターの取組み 

【退職後の生きがい再発見講演会】新・仕事術発見より 

（登録番号順） 

・防災ボランティアネットワーク松阪 堀端　　脩 さん 

・阪内川中央保勝会 丸橋　宗蔵 さん 

・松阪市健康体操連絡協議会 山中　美幸 さん 

・くれっしぇんど 落合　泰子 さん 

・社団法人松阪青年会議所 松倉　久登 さん 

・松阪市商店街連合会 宮村　元之 さん 

・嬉野生活ネットピア 鈴木　　博 さん 

・松阪呉服商組合 鈴木　正雄 さん 

・エイサーまつさか八部衆 長谷川隆司 さん 

・そよかぜ会 角　喜久子 さん 

・松阪年金者組合 内田　圭子 さん 

・池坊松阪支部 無藤　克巳 さん 

・松阪市総合政策部まちづくり推進課課長 大山　睦夫 さん 

講師は10年前の福祉国家デンマークで、ある光景を目にします。特別養護老人ホームに入
所している余命半年のおじいさんの手を握り続けるナース。それは、心に寄り添い「自己決
定を尊重する」思想でした。この時「お年寄りを大切にするとは、こういうことだ」と衝撃を
受けます。この衝撃は後の進路に大きく影響します。自分の歩むべき方向が決まった途
端、やることが次から次へと沸いて出てきたといいます。 

定年後にどのような 

スタートを切るかで 

人生変わってくる 

日本のボランティアは都合の 

いい人のように思われがちです。 

そのため頭のいいボランティアは 

敬遠され、活躍しにくくないですか？ 

事業報告 

事業報告 

会社人間が退職後目的を無くし、行き場を無くし、孤独と
生きがいを見出せない状況になっても、「何もしない」のは
なぜか。むかひら氏は「昔の自分、かつての誇りが転機の邪
魔をする」といいます。 

人生、考え方を切り替えたら、お金はいらないと気付きました。 

こんなことやっていると、使う暇がないのです。もちろん、大好きな 

海外に行くお金や諸費用なんかは別ですけど。私自身は今の生き方に 

満足しています。最期まで過ごす家もみんなで作りましたし。 

日  時：2007年6月6日（水） 昼の部 13：30〜  夜の部 19：00〜 

場  所：松阪市市民活動センター大会議室 

定  員：昼の部、夜の部とも20名様 

受  付：電話またはメールで、お名前、連絡先をお伝えください。 

お問合せ：松阪市市民活動センター　担当／福井・中川まで 

登録団体交流会開催のお知らせ 登録団体交流会開催のお知らせ 松阪市市民活動情報サイト 
　　　  説明会開催 のお知らせ 

市民活動センターに登録された団体が一堂に会する交流会で

す。センター活用方法のご説明と、他団体とのネットワークを築

いていただくことを目的としています。普段聞けない他の団体

のお話しを聞くことで、今後の活動の幅も広がるかもしれませ

んね。 

団体がイベントや催しのお知ら

せ、会員募集や活動情報を掲載で

きるホームページ「松阪市市民活

動情報サイト」を利用してみませ

んか？ 登録は無料です。このサイ

トの詳しい説明会を開催いたし

ます。是非ご参加ください。 松阪市市民活動情報サイトトップページ（2007年4月現在） 
※デザインは余儀なく変更される場合があります。 

http://genki365.net/gnkm/customer/matsusaka/ 

センター運営委員の皆様をご紹介します。 平成19年度 

インターネットで 情報発信 

セ
ン
タ
ー

の運
営に関する重要事

項
っ
て
？
 

１.利用料金 
２.開館時間 
３.休館日 

４.団体の登録及び取消し 等 

※1 

委員の皆様にはセンター運営に関す

る重要事項（※1）の承認やアドバイス

をいただきます。１年間よろしくお願

いいたします。 

昨年行なわれた交流会の模様。 

キャスター付きワゴンの2セット好評稼動中！ 

移動が楽々、配線の手間もいらない２つのセットが活躍しています。 

 
■パソコン・プロジェクターセット 

マイクロソフトオフィス２００３（ワード、エクセル、パワーポイン

ト）がインストールしてありますので、会議でのプレゼンテー

ションなどにご活用いただけます。小会議室3を除く全ての会

議室で有線ネットワーク接続も可能です。 

（パソコン仕様：OS／Windows XP HomeEdition） 

これらのセットをご利用希望の団体は、会議室のご予約時にお電

話でお伝えください。 

※会議室利用申請書の提出時には希望備品欄にチェックを入れ

てご提出ください。 

※会議室同様、先にご予約いただいた方が優先になります。 

日頃より、当センターをご利用いただきありがとうございます。

当センターでは登録団体の皆様、一般利用の皆様の声を反映

し、各種備品の充実や、機能改善にも力を入れています。 

一般利用可能なラウンジパソコンから事務所内のプリンターで印

刷ができるようにしました。サイズはA４まで。料金はカラー出力

は1枚30円、モノクロは1枚10円です。またラウンジパソコン2台の

内１台はマイクロソフトオフィス2003（ワード、エクセル）がインス

トールされています。団体の諸文書作成や表計算、グラフ作成な

どもご利用いただけるようになりました。 

■ラウンジのパソコンが印刷可能になりました。 

昨年度、会議室利用時にご要望の多かった移動式ホワイトボード

を全ての会議室に設置しました。これにより、大会議室では備え

付けのホワイトボードと合わせ2台がご利用いただけるようにな

りました。 

■ホワイトボードで会議をスムーズに。 

旧料金は㎡単価が5.87〜15.09円と価格差に9.22円の開きがあり

ました。これを2.51円まで縮め、平均値を10.10円から9.87円に引

き下げます。これにより大会議室600円、外会議室400円、小会議

室１と３が150円となります。新料金は５月１日以降の予約分から

適用です。ご面倒をおかけしますが、よろしくお願い致します。 

■会議室利用料金が改定されます。 

皆様に気持ち良く会議室をご利用いただくために、会議室ご利

用時、代表の方に「会議室利用チェックシート」をお渡ししていま

す。会議終了後には各種チェック欄を確認し、その日の会議を気

持ち良く終えていただきたいと思います。 

■「会議室利用チェックシート」で最終チェック！ 

参加無料 

A B 

C Community Business 

Corporate Social Responsibility 
Community Business 

Corporate Social Responsibility 

Book Book Antenna Antenna 

■書籍の森がリニュー

アルしました。今後ま

すます生い茂る森に

ご期待ください。 

■各企業が発行する

CSRレポート、CBに関

する書籍もご覧いた

だけます。 

■市民活動にまつわ

る物品や、ボランティ

アなどの人材の募集

にご利用いただけま

す。「発信者」と「受信

者」を繋ぐ中継地点の

役割が、この「アンテ

ナ掲示板」です。 

【アンテナ掲示板】 【アンテナ掲示板】 【書籍の森】 【書籍の森】 
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